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パスカルの「三つの秩序」
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I 
jレイ・ラフュマの業績が， ["パンセ J 研究史上画期的なものであったことは，
広く承認されるところであろう.フラグマンの雑然たる集積とみなされてきた
との作品から， ラフュマはノマスカノレの企図した「キリスト教護教諭J (アポロ
ジー)のプランを探り出してみせた.現存する断章の約 3 分の 1 は，死の数年
前，パスカノレ自身の手によって分類され，表題を持つ27の章に配分されていた
のである.との発見により，諸断章は，著者の構成的な意志に支えられた，ひ
とつの有機的な連関のもとに立ちあらわれ，その独自な展開を露わにするに至
った.
本稿は，パスカノレの有名な「三つの秩序J trois ordres の忠惣を，この新し
い視野の下で捕え直そうとする試みである. ["三つの秩序J は，パスカルの読
者には良く知られた思想、であるにも拘らず，乙の表現自体，全断章中に二度し
か見出されない (L. 308, L. 933) ためもあって，従来他の諸思想、との関係を問
われることは少なし比較的独立して記憶されてきたように思われる.けれど
も乙の思想を， Iアポロジーj のプランの中で把握しなおすならば，その位置
と役割とには重大なものがあると思われる.即ち，私見によれば， r三つの秩
序」は， ["アポロジー J のすべての主要な概念、が集約され総合される場である
とともに，その構造は，作品としての「アポロジー」の構造自体と或る呼応関
係を持っている.以下乙の点を明らかにしてみたい.
E 
trois ordres という表現を含む二つの断章のうち，より決定的な形を伝えて
いる断章 L.308を， いま ordre の構造にのみ目を向けて要約すれば次の二点
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になる.
1) べつの ordre ， 1Hl t"")身体・精神・愛があり， おωおのが問有の偉大さを
持つ.
2) ordre !l日の距離は無限であり，下位の ordre の偉大さも， I川..1卜打い、J心';μl
では無価値である.つまり trois ordres は，価値の観点、からみて，相互に次
元を異 lとする垂iM的な構造を形成する(医I 1 参照).
さて， J.の第 1 ())}!むつまり事物には固有の ordre があるという考えは，パ
スカ lレには，信仰と科学の領域の弁別という形で，殆ど幼少期から親しいもの
であ，、た.この与えは， ノエノレ神父との論争， ["真空論序言J ， クリスチナ女王
宛の書簡，そしてプロヴァンシ 7)レ論争といった幾つかの著作と活動を通して，
次第に強同で民体的な方法に結晶していくのであり， 乙の一連の過程を trois
ordres の，EI、恕形成の前段階とみなすことも可能である.
しかし同時に， パンセ j 以前ω段階におけるこれらの前形態と， L.308 と
の聞には，根本的な差異のあることも見逃せない.上lζ列挙した前段階にあづ
ては， クリスチナ女王へω 手紙を例外として ordre は単に同一平副 1.. に於で
相互に区別される関係，いわば rrij iXJG並列的構造を示しているにすぎない. 乙
れと L.308 との構造上の隔たりは，無論思想的な隔たりに由来するのであって，
私見によれば，後者の異次元隔絶的な構造が成立するためには ordre の区別
という方法が，人間の悲惨という現実に適用されることによって，新たな展開
を比せることが必要だ- )たのである.
小品[ド・サシ氏との対話が，この展開の簡潔な素f!?l を与えてくれる. i 対
話J は，人間の偉大と虚弱の一両ずつしか認識しなかー》たエピクテトスとモン
テーニュの批刊を主題とする.パスカルによれば，二人の賢者は，自然という
ひと「の主体に対し，方が偉大を，他方が虚弱を与えることによ!，等しく誤
ま た.こ 1( !こ対し，悩音ω真理は，それらが異なる主体， NI1ち弱 L 、ものはす
べて自然に，強いものはすべて恩寵に属することを教えて，人間的教説に於て
は両立しえな L γ対立を調和させる.
「まり人間の体大と悲惨とい今矛)行・相反は，人間的自然の ordre の内部で
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は解決されえず，キリスト教という超自然的真理の介在によって，天地二元の
ordre ~乙分け置かれねばならないのである.乙うして，人間的な哲学者の一元
的立場に対して，次元の垂直的対立の構造が成立するわけである(図 2 参照)・
さて注目すべき乙とは，乙乙見られる相反から ordre の次元的対立へという
展開が， íアポロジーJ 第一部人間論の叙述に，正確に適用され，独自の<動
き>を作り出しているという乙とである.次に乙の点を検討する.
E 
「アポロジー」第一部「神なき人間の悲惨j を論ずる部分が，第10の綴りま
でに相当することには異論は少ないだろう.第 1 章「秩序j を別格として，乙
の部分は更に第 7 章までと第 8 章以後とに二分できるが，それぞれの部分に於
て，上で見た相反から次元的対立へといfう展開が指摘できるのである.
前半部についてみるならば， 最初の三章， 即ち第 2 章「空虚J，第 3 章「悲
惨J，第 4 章「倦怠」が， 本来の意味での人聞の悲惨の描写に当てられ， それ
に続く二つの章で偉大さが論ぜられる.
乙の場合，悲惨と偉大の二側面は，無関係に並列されるのではなく，悲惨自
体から偉大が結論されるのであり，第 5 章「現実の理由j は，乙のパスカ Jレ的
方法を示して興味深い章である.乙の章でパスカ Jレは社会的正義の無根拠をあ
ばいたあとで，正義の存在を信ずる民衆の無知が，結局有知の無知と一致する
ととを示して，現状の是認へと向かうが，そ乙に用いられる「漸層法J が，第
6 章「偉大j に於ては人間的現実に適用され，人間の持つ悲惨の意識自体から，
その偉大がひき出される.しかしまた乙の方法によれば，偉大は決して最終的
な到達点ではなく，悲惨へと再び転化されずにはいない.悲惨を意識すること
は，偉大であると同時にまた悲惨だからである.
乙こから我々は第 7 章の表題である「相反J に導かれる.相反の一方の側の
みを認識することは危険であった.しかし相反の両面をともに知るとき，人聞
が直面するのは自己の不可解な怪物性という事態に他ならない.悲惨を知るも
のには偉大を，偉大を知るものには悲惨を示しつつ， 乙こでパスカノレは，自然
22. 
の ordre に惚まる|決り，この相反を解決する道が閉ざされていることを!宣告す
る.では「誰がこのもつれを解くであろうか?J (L.131). rアポロジーj に於
ては，乙乙で初めて，明瞭な形で超自然的真mの介在が要請される. 口氏の失n
らない汝の真の状態を，汝の主から教えられよ.利lのことばを聞け J (同)と.
乙の真理とは，人聞がj原初の完全な段階から失墜したという原罪とその遺伝の
教義であり，瑚性にとっていかに不可解であろうとも，乙の教義なくしては，
人間の相反の不可解性は説明がつかないとされるのである.
こうして，同一次元内での悲惨と偉大の相反は，原罪の教義の導入によって，
天地二元の垂直的対立の構造へと転換されるのである.
続く後半部は，幸福の問題を扱う.第 8 章「気ばらし j と第 9 章「哲学者た
ち J K於て，パスカノレは二つの誤まった幸福追求を批判するが，それらの誤謬
は，人間の相反の一面的な認識に由来するのである.即ち一方は悲惨のみを見
る乙とによ-)て「気ばらし J の中に自己を見失い，他方は偉大のみを見ること
によって倣慢へ.と走る.前者は喧喋を絶えず追い求めながら，真の幸福がそこ
にないと感じている.後者，ストアの哲学者たちは，神を愛の唯一の対象とし
ながらも，自己の腐敗を知らず，独力で神へ到達できると考える乙とにより誤
まった.彼らの教説は通常の人には困難であり，イエス・キリストを欠くとと
によって無益でもある.
結局幸福をめぐる人間の位置は，第10章「最高善J ，と於て「渇望と無能j と
いう言葉で規定される.あらゆる人間が，あらゆる時と所で幸福を求めながら，
その目的に達しえずにいる. íでは，乙の渇望と無能が我々に教えるものは何
であろうか?J (L.148). それは人間がかつては真の幸福を所有していたが，
それを失い，今や空虚な痕跡のみを留めているという事である.乙の無限のj栄
淵は，無限なる神によってしか満たされず，従ってひとり神のみが，人聞にと
って真の善であると結論される.
我々はここで再び，原罪の教義の導入を介して，天地二つの ordre の垂直的
対立の構図へと導かれる.乙うして「アポロジー」第一部は，相反から次元的
対立へという軌跡を二度附いて完結するのである(表 1 参照). 
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ここまでの考察からしても， ["アポロジー J のプランには，パスカル以外の
人物によるとは考え難いロジ y クの一貫性が確認できるのではなかろうか.
さて第一郎人間論は，神と人間，超自然と自然という三次元の対立に我々を
導いて閉じられた.二つの ordre は提示されはしたが，その問の移行の手段を
未だ与えられていない.いかにして人間は，自己が失墜した源初の完全な状態
に復帰できるであろうか.自己を無限に超える ordre のうちに指示された幸福
を，いかにして獲得できるであろうか.それが「アポロジー」第二部の主題で
ある.
町
第二fflSの構成は，第一部に比べてはるかに複雑であり，各章の役割lを正確に
決定することは私の力に余るが，諸家(メナーjレ，エノレンストなど)の見解に
学びつつ，一応の見取り図を示しておきたい(表 2 参照).
特に役割を限定し難い第11章をひとまず総序と考え，乙れと第27章「結論J
を除く十五章を大きく二分する.前半四章では，まず探究の必要性が説かれ，
続いて理性の役割と限界が論じられる.
後半部が本来の宗教諭であり，まず真の宗教の条件が述べられ，次 i乙キリス
ト教の原理として隠れたる神，および象徴の理論が提示される.続く部分はキ
リスト教の証明であり，永続性，イエスのひととなり，予言の成就を三本の柱
とする.最後にキリスト教道徳が論じられる.
以下の検討では，表 2 に掲げた主要な概念、を，天地二つの ordre 聞の移行の
手段は何かという観点から考察してみたい.
前半部に於ては，まず実存的不安の喚起を通して探究の必要性が強調された
のちに，信仰に於ける理性の役割が限定される.第一部で我々は天地二元の対
立に導かれたが，この垂直的構造のなかで，理性は無力とされ，服従を命ぜら
れるのである(第13章). ["二つの無限J (L. 199) により自然的平面で既に限定
を受ける理性は，更に超自然的事柄を前にしては服従以外に為すところを知ら
ぬとされるくL.188).
また第14章では，理性による神の証明が無力で無益なものとして退けられ
24 
表 1
PREMIERE P ARTIE 
premi鑽e 騁ape : 
mis鑽e (2 0 , 3 0 , 40) - grandeur (50 , 6 0 ) 一“contrar括経"ー
opposition des deux ordres (70) 
seconde 騁ape : 
divertissement (80) - philosophes (9 0 ) 一“contrariété" -
opposition des deux ordres (100) 
表 2
SECONDE P ARTIE 
11 0 “ A. P. R." 
120 “Commencement" 
130 “ Soumission" 
14 0 “ Excellence" 
150 “Transition" 
160 “ Fausseté" 
17 0 “Religion aimable" 
180 “Fondements" 
190 “Loi figurative" 
20 0 “Rabinage" 
21 0 “Perpétuité" 
22 0 “Preuves de Mo?e" 
23。“Preuves de J.-C." 
24。“Prophéties"
25 0 “Figures 
particuliとres"
26 0 “ Morale chr騁ienne" 
27 0 “ Conclusion" 
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(L. 190)，ただイエス・キリストによってのみ，人間は神を知りうるとされる
(L.189). 
それでは， ordre の垂直的構造に於て無力を宣告される理性に代わって，何
が二つの ordre 間の移行の手段となり，信仰を保証するのであろうか.未分類
綴りをも含む「パンセ J の全体を検討するなら，それは心情であると答えうる
25 
であろう.パスカルの思想によれば，信仰は神の思寵の賜物であるが，神が{!ll}J
きかけるのは理性lとではなく心情にである (L.424). 乙の心情による直観なく
しては，信仰は人間的なものに留まり救いには無益である (L.110)・また後に
見る如く，イエス・キリストを証明する予言とその成就が，確実で明白な証拠
たりうるのも，ただ直き心情に対してだけである.
乙うして我々は今や理性と心情という，人間のうちにある二つの ordre の垂
直的構造について語りうる.理性は超自然的 ordre の前では無力であり，人聞
はただ心情によってのみ自然の ordre を超え，相反のもつれを脱出する可能性
を有するのである(図 3 参照).
第二部後半では，まず真の宗教の条件と他宗教の虚偽が指摘される(第16章).
第ーに，真の宗教は，予言・奇蹟・証人などの外的な証拠を持たねばならず，
乙の点に関して他宗教は権威を欠いている.第二に，真の宗教は人間の悲惨と
偉大の両面を知り，その理由を教えるものでなければならない (L.215). また
唯一の目的としての神を愛する義務とともに人間の無力を教え，それに対する
治療法を与えねばならない (L.205). 乙の点についてもキリスト教だけが条件
に適う.なぜならキリスト教のみが，アダムの原罪によって人間の相反の起源
を説明し，イエスの来臨と死によってこの相反を癒すととができるからである.
このように「アポロジーJ 第二部に於ても，相反は極めて重要な概念、である.
他宗教の虚偽は，人間のとの相反を知らぬ乙と，あるいはとの相反の背後に二
つの ordre の垂直的対立を見ないことに存するといえるだろう(図 4 参照).
次にキリスト教の原理を論ずる章に移ろう.第18章「基礎J の主題は隠れた
る神である.完全な明るさは人間を倣慢に導き，完全な暗さは絶望に導く.そ
こで神は，求める者，見ょうと欲する者には，自己のしるしを与え，求めよう
とせぬ者には，それを拒む.真理は，乙こではいわば求める者の態度と相関関
係にある.キリスト教は求める者にとってしか確実ではない (L.577参照).こ
こには，理性によって把握される真理とは，全く異なる真理の概念、がある.そ
してかかる真理を求め，見出すのは，パスカノレの用語に於ては心情である(乙
の点の論証は省略).従ってここにも理性とそれを超える心情という二つの or-
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dre の車 [t:c 1'1';)構 j立が有取される. í 付lは給付lよりも意志を傾かせようと欲する j
(L. 234) ということばも，同じ惜閣のなかで:m\併すべきであろう.
第19草: I象徴としての作法」では隠れたる利lの瑚論が聖書 lこ刈-し適用される.
との市:では心情の{支持iJは，身体との対比というま)r しし寸m点から，はっきりと話
られる.聖書が字義的と霊的の二重の意味を持つのは， fltl が二kめる者以外に対
しては自らを隠すのと同じ理由からである.そしてこの象徴を読みとくのは心
情である(L. 255). より正確にいえば，象徴を正しく読みとくか否かは，心情
のあり方し 1かんにかかわる(L. 503). 二種類の人々，二種類の心情がある.例
えばユダヤ教徒は，約束された幸福を物質的にのみ解釈し，肉的に偉大なメシ
アを作望したために，イエスをその卑賎と死に於て見そこなった (L.256). 心
情をこのような対極的な二方向に導くのは，それを支配する思寵と邪欲である
(L.E02). いま恩寵に導かれて象徴を読みとく立場に対して心情という名を残
すならば，祁欲に支配されて|夫J ，:1'，)誤謬に陥る他方の立場は，身体 (corps また
は chair) と呼ぶのが最も適当と思われる.パスカノレ自身が，心情をこのこと
ばと対比させて用いているからである(L. 270など).
我々は先立つ筒所で，人間のうちに理性と心情という二つの ordre の垂直的
構法を指摘したが，ととでは身体と心情の ordre が形成する垂直的構造に立ち
会うのである.心情ば象徴のヴェー lレをっきぬけて自己を超え出る可能性をも
つのに対し，身体は地上的・肉的意味に固執して，自然の ordre のうちに迷う
のである(図 5 参!!の.この三つの ordre は，元来「自らが愛するものを善と
呼ぶ J (L. 255) とされる心情のもつ二つの可-f12性であり，両者の問には象徴す
るものとされるものという関係があるわけである.
以上の象徴の理論は，隠れたる神の理論とともにパスカノレ的キリスト教の重
要な原理であって，あとに続く宗教の証明は，いたる所でこの理論に基礎を置
いている.従ってそ乙に於ても， ordre の垂直的構造と， その構造に占める心
情の役割の重大さを，当然指摘できるのである.永続性，イエスのひととなり，
予言という三つの主要な点について，それを考察してみよう.
まず第21章で，パスカノレはキリスト教の「永続性J を強調する.原罪とメシ
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アによる救済を信ずると乙ろに存するこの宗教は，キリスト来臨前にはユダヤ
教徒のうちに，来臨後は教会のうちに，絶えるととなく存続してきたが，乙の
永続性は神的なものであり，乙の宗教の真正さを証明するものとされる.しか
しながら，ユダヤ教とキリスト教に一貫して存在した乙のメシア信仰は，::つ
の宗教に於て決して同ーのものではなかった.ユダヤ人は肉的に偉大なメシア
の輝かしい偉業を期待したため，イエスを見そ乙ない十字架にかけた.けれど
もパスカノレによれば，キリスト教徒にも肉的な人々のいるように，ユダヤ教徒
にも真のユダヤ教徒ともいうべき人々がいて，彼らは，自分たちを罪から解放
し，神を愛するように仕向ける一人のメシアを待ち望んでいた (L.286). こう
して二種類のユダヤ教徒，二種類のキリスト教徒という区別の導入によって，
ユダヤ教からキリスト教への時間的な連続性は， ordre の垂直的構造に転換し
て理解することができるだろう (図 6 参照). 無論乙の二種類の人々を分かつ
のは心情のありょうであるから，この構図は心情と身体の ordre の垂直的構泣
(図 5) に帰着するはずである.
第二のイエスのひととなりによる証明はL. 308 自休を含む部分である.メシ
アの予言と同様，イエスのひととなりも或る暗さの中にある.ユダヤ人や歴史
家は彼を認めなかった.しかし乙の暗さも，心情の ordre に於ては輝かしい荘
麗さに変わる.愛の ordre の偉大さを見るのは，ただ心情の眼だけなのである.
乙乙で心情の ordre と愛の ordre の関係を明確にしておく必要があるだろ
う.愛はパスカノレ自身言明しているとおり超自然的なものであるのに対し，心
情はあくまでも自然のうちにある人間の機能である.しかし，心情は神を感じ，
愛するととのできる機能である.自然的 ordre 内に位置づけられながら，心情
は無限と超自然に対して聞かれており，人間は乙れによってのみ自己の自然，
自己の悲惨を超克しうる.こうして恩寵に導かれた心情が，神を求め，神を比
出すと乙ろに成立するのが愛の ordre であって，それはもはや自然を超えたも
のであると言えよう.
第三の証明，予言とその成就については，多言を要しない.既に象徴の項で
示された予言の基本的性格を想起すれば足りる.既ち予言は象徴として与えら
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れたものであり，ご‘つの意味を持つ.従って予言の理解も，その成就の検証も，
等しく心情のありように左右されるのである.かくして宗教諭のいたると乙ろ
で，我々は ordre の垂直的構造と，そ乙に占める心情の重要性を確認するので
ある.
第26章「キリスト教道徳」の要点は， I神のみを愛し，自己のみを憎まねば
ならぬJ (L.373) という乙とばに尽くされている.この章に心情という語は使
用されていないが，刊lを愛するのは心情であり，人間のうちにあって自らへり
くだるのも心情である.
第27章「結論j では，心情の重要性は疑いえぬほどはっきりと語られる.こ
乙でパスカノレは，予言や証拠を知らず，また聖書をも読まずに信ずる人々をと
りあげ， I子Iflが彼らに神への愛と，彼ら自身への嫌悪とを与え，心情を信仰の
方へ傾かせるのである J (L. 380) と言う.彼らは自己の義務と弱さを心情に於
て悟り，宗教について心情によって判断するのだとされる.
宗教諭の少なからぬ部分を費して試みられた，旧約および新約聖書による証
拠lの提示のあとで，乙のような証拠も信仰にとって絶対の必要物ではなく，神
への愛とへりくだりこそが肝要であり，心情を傾けることによってこれを与え
るのは神自身であると述べられていることは注目に値いする.
第27章の最終的表現は， I神を知ることから，神を愛するまでには，何と遠
いへだたりがあることかJ という一行である.これによってパスカルは，再び
精神あるいは玉県性による認識の無|恨の高みに，心情による神の愛をおき，乙れ
こそが真の回心であると結論するのである.
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さて「アポロジーj 第一部は人間を悲惨と偉大の相反に於てとらえ，そ乙か
ら我々を天地二元の ordre の対立へと導いた.第二部は乙の ordre の垂直構
造における，人間の ordre から神の ordre への移行を問題とした.そしてパ
スカルはこの人間の ordre 内に，更に身体・理性・心情の三つの ordre の存
在を示し，身体と心情，あるいは理性と心情を必要に応じて対比させつつ，信
仰の最終的な根拠を心情のうちに置いた.
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以上の検討をふまえ，最後に trois ordres 真の意味をたずねておとう・私見
によれば， L.308 によって与えられる trois ordres の思想、は， 乙れまでに検
討した諸要素，即ち ordre の区別，相反から次元的対立への展開，心情と理性
および身体の関係，隠れたる神，象徴，予言といった教義等々，乙れらすべて
の要素の総合であり集約である.乙れらの要素が，イエス・キリストの偉大さ
を証明するために， L.308 に於て結集し，立体的な美しい構造に収赦したと言
えるだろう.逆に言えば，これら諸要素のおのおのは， trois ordres というひ
とつのサンテティックな思想、が， IアポロジーJ の展開の必要に応じて示した
ー側面と考えうる.このような観点に立つなら， trois ordres は単にひとつの
断章の中にだけ存在するのではなく， rアポロジーJ 全体を支える最重要な思
想、だと言えるだろう.
身体・精神・心情の三つの ordre があり，心情が恩寵に導かれつつ自己を神
ヘ向けて超える時，超自然的な愛の ordre が現出する(図 7 参照).真のキリ
スト教徒はこの第三の ordre に属する.人間は下位の二つの ordre を脱け出
て，第三の心情=愛の ordre に立たたねばならない.それがパスカノレの「アポ
ロジーJ の要請である.下位の ordre も固有の偉大さを持っとする点に，また
パスカ Jレの思想の特徴があるが，そ乙に留まる限りは滅びは免れないとされる.
同時に第三の ordre も，決して救いを保証された確信の場ではなく，信頼と怖
れの交錯する緊張の場であり，それ故に人間は不断の全的なアンガジュマンを
要請されるのである.
パスカノレの時代は，新しい近代科学の形成下に，人聞が理性によって自立し，
神が固有の機能を失い初めた時代であった.近代人にとっては唯一自然の Of­
dre だけが存在し，彼はこの基本的に善である nature ~乙基盤をおきつつ自己
の幸福を追求する.一方キリスト教自身もユマニスムの深刻な影響を免れえず，
その内部にイエズス会に代表される ordre の一元化の傾向を示しつつあった.
パスカルの trois ordres は，このような近代的一元化の傾向に抗して，キリス
ト教をその純粋性に於て擁護することを企図したものだと言いうるであろう.
付記紙幅の関係で十分に論旨を展開しえないのを残念に思う.また参考文献表も省略した.
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